
検
査
の
さ
ら
な
る
対
応
に
つ

い
て
の
要
請
書
」
に
引
き
続

き
、
６
月
16
日
付
で
首
相
お

よ
び
道
知
事
に
対
し
要
請
書

を
提
出
し
た
。

　
５
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た

中
医
協
総
会
で
「
純
チ
タ
ン

２
種
」
を
使
用
し
た
チ
タ
ン

冠
の
保
険
適
用
が
承
認
さ
れ
、

６
月
か
ら
Ｃ
２
（
新
機
能
・

新
技
術
）
区
分
で
保
険
収
載

さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
鋳
造
性

に
極
め
て
困
難
が
予
想
さ
れ

る
技
術
の
適
用
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
疲
弊
す
る
歯
科
医
療
機

関
の
混
乱
に
拍
車
を
か
け
た

（
関
連
２
面
）。

る
補
填
は
盛
り
込
ま
れ
て
お

ら
ず
、
医
療
へ
の
約
３
兆
円

が
適
切
と
は
到
底
言
え
な
い
。

予
備
費
10
兆
円
の
内
５
兆
円

の
大
ま
か
な
内
訳
が
提
示
さ

れ
、
医
療
提
供
体
制
強
化
に

は
２
兆
円
程
度
と
言
う
が
、

予
備
費
故
今
後
の
動
向
に
注

視
し
た
い
。

　
補
填
に
代
わ
り
、
収
入
が

減
少
し
た
保
険
医
療
機
関
の

資
金
繰
り
対
策
と
し
て
、
５

月
診
療
分
の
「
診
療
報
酬
等

の
一
部
概
算
前
払
」
措
置
が

実
施
さ
れ
た
。
６
月
下
旬
の

支
払
時
に
、
４
月
診
療
分
診

療
報
酬
の
支
払
に
加
え
て
、

５
月
診
療
分
の
一
部
を
概
算

前
払
す
る
と
い
う
も
の
。
支

払
基
金
・
国
保
共
に
実
施
さ

れ
た
。
前
払
分
は
７
月
下
旬

に
支
払
わ
れ
る
５
月
診
療
分

か
ら
減
額
調
整
さ
れ
る
た
め
、

急
場
凌
ぎ
に
過
ぎ
ず
、
今
後

の
「
第
２
波
」「
第
３
波
」
に

備
え
た
医
療
機
関
と
地
域
医

療
の
立
て
直
し
に
は
不
十
分

　
第
２
次
補
正
予
算
が
６
月

12
日
に
可
決
成
立
し
た
。
医

療
関
係
に
は
約
３
兆
円
計
上

さ
れ
た
が
、
医
療
機
関
の
減

収
に
対
す
る
補
填
は
盛
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
。

　
保
団
連
は
４
月
30
日
か
ら
、

各
協
会
・
医
会
の
会
員
医
療

機
関
を
対
象
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
。
５
月
14
日
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
回
答
の
う

ち
、
第
１
次
集
約
分
６
８
８

１
件
（
歯
科
は
１
７
２
４
件
）

を
集
計
し
、
６
月
４
日
に
発

表
し
た
。

　
４
月
の
外
来
患
者
数
は
前

年
同
月
比
で
「
減
っ
た
」
と

の
回
答
が
医
科
・
歯
科
共
に

９
割
弱
、
そ
の
内
お
よ
そ
３

で
あ
る
。
加
え
て
、
締
め
切

り
ま
で
の
期
間
が
短
く
、
申

込
み
は
少
数
に
留
ま
っ
た
。

医
療
機
関
が
国
民
の
健
康
を

支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
減

収
に
対
す
る
十
分
な
補
填
が

不
可
欠
だ
。

　
２
月
28
日
の
「
週
末
の
外

出
を
控
え
る
」
道
独
自
の
緊

急
事
態
宣
言
直
後
か
ら
、
道

内
の
医
療
機
関
で
は
受
診
抑

制
が
顕
著
に
な
っ
た
。
加
え

て
、
４
月
６
日
に
厚
労
省
か

ら
歯
科
医
療
機
関
に
向
け

「
緊
急
性
が
な
い
と
考
え
ら
れ

る
治
療
に
つ
い
て
は
延
期
す

る
こ
と
な
ど
も
考
慮
す
る
こ

と
」
を
求
め
た
事
務
連
絡
が

発
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
「
歯
科

治
療
が
感
染
源
と
し
て
危
険
」

と
い
う
旨
の
誤
っ
た
報
道
が

さ
れ
、
以
降
の
歯
科
受
診
抑

制
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

　
本
会
は
５
月
発
出
の
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
急
速

な
感
染
拡
大
に
伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ

　
補
正
予
算
の
総
額
は
過
去

最
大
規
模
の
31
兆
９
１
１
４

億
円
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し

て
厚
労
省
分
の
追
加
額
は
総

額
５
兆
円
弱
が
計
上
さ
れ
た
。

内
訳
は
ウ
イ
ル
ス
と
の
長
期

戦
を
戦
い
抜
く
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
・
治
療
薬
の
開
発
支
援

や
医
療
従
事
者
へ
の
慰
労
金

な
ど
医
療
提
供
体
制
の
強
化

に
２
兆
９
８
９
２
億
円
。
多

く
は
、
緊
急
包
括
支
援
交
付

金
の
抜
本
的
拡
充
に
充
て
ら

れ
る
。
雇
用
調
整
助
成
金
の

抜
本
的
拡
充
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
支
援
に
は
１
兆
９
８

３
５
億
円
が
割
り
振
ら
れ
、

そ
の
殆
ど
は
、
雇
用
支
援
対

策
に
充
て
ら
れ
る
。
予
算
で

は
医
療
機
関
の
減
収
に
対
す

割
が
「
30
％
以
上
減
少
」
と

回
答
し
て
い
る
。
医
科
診
療

所
の
「
30
％
以
上
減
少
」
は

耳
鼻
咽
喉
科
で
82
％
、
小
児

科
で
75
％
と
特
に
顕
著
で
あ

っ
た
。
歯
科
で
は
、
予
約
の

延
期
や
キ
ャ
ン
セ
ル
が
「
増

え
た
」
が
お
よ
そ
８
割
、
訪

問
診
療
件
数
の
「
減
っ
た
」

が
お
よ
そ
６
割
で
あ
っ
た
。

保
険
診
療
収
入
全
体
で
は

医
科
・
歯
科
共
に
約
85
％
が

「
減
っ
た
」、
約
25
％
が
「
30

％
以
上
減
少
」
と
同
様
の
傾

向
を
示
し
、
６
月
以
降
の
資

金
繰
り
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
国
・
自
治
体
等

に
希
望
す
る
支
援
策
も
問
い
、

７
割
の
医
療
機
関
が
支
援
を

要
望
し
て
い
た
。
複
数
回
答

で
は
「
損
失
へ
の
補
填
」（
47

％
）、「
人
件
費
へ
の
補
助
」

（
41
％
）
が
多
か
っ
た
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
北
海
道
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
第
２

波
も
落
ち
着
き
始
め
て
い
る
。

第
１
波
を
北
海
道
独
自
の
非

常
事
態
宣
言
で
何
と
か
切
り

抜
け
た
が
、
道
外
か
ら
感
染

の
波
を
受
け
、
第
１
波
以
上

の
大
き
な
広
が
り
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
▼
地
域
の
中
核
病

院
や
介
護
施
設
の
ク
ラ
ス
タ

ー
発
生
が
大
き
な
問
題
と
な

り
、
感
染
が
疑
わ
れ
な
い
患

者
に
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
須

で
あ
る
が
、
保
険
適
用
と
な

っ
て
い
な
い
。
介
護
施
設
は

多
床
室
が
多
く
、
徘
徊
す
る

認
知
症
患
者
も
お
り
、
感
染

者
が
発
生
す
る
と
完
全
な
隔

離
が
困
難
で
感
染
拡
大
を
防

ぐ
こ
と
は
難
し
い
▼
欧
米
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
者

の
４
〜
５
割
は
介
護
施
設
の

入
所
者
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

で
は
職
員
に
週
２
回
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
義
務
付
け
、
新
規

の
入
所
者
に
も
検
査
を
受
け

さ
せ
て
い
る
▼
第
２
波
は
落

ち
着
い
て
き
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
第
３
波
、
第
４

波
へ
続
く
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
防

ぐ
た
め
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

適
用
拡
大
と
検
査
体
制
の
充

実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
介
護
施
設
で
感

染
が
発
生
し
た
時
は
、
感
染

者
を
隔
離
可
能
な
病
床
へ
移

動
さ
せ
る
な
ど
、
体
制
を
す

み
や
か
に
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。

加藤 康夫

（
Ｙ
Ｉ
）

2020年（令和2年）7月5日

　

緊
急
事
態
宣
言
は
５
月
25
日
を
も
っ
て
全
面
解
除
さ
れ
た
。し
か

し
、そ
の
最
前
線
た
る
医
療
現
場
は
未
だ
コ
ロ
ナ
と
闘
い
、医
療
崩

壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。一
方
で
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
は
最

前
線
だ
け
で
は
な
く
、多
く
の
医
療
機
関
も
混
乱
の
な
か
経
営
崩

壊
に
直
面
し
て
い
る
。

９
割
で
患
者
減

３
兆
円
は
適
切
か

概
算
前
払
い
は

　
　
　

急
場
凌
ぎ

国
へ
要
請
書
提
出

な
ぜ
今
チ
タ
ン
冠
か

（1）第931号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
経
済
状

況
が
悪
化
す
る
中
、
緊
急
事

態
宣
言
下
で
の
外
出
自
粛
や

休
業
要
請
等
に
よ
る
受
診
控

え
等
の
影
響
で
、
歯
科
医
療

機
関
に
お
い
て
も
医
科
と
同

様
に
大
幅
な
減
収
と
な
っ
て

い
る
。
厳
し
い
状
況
が
続
け

ば
医
院
経
営
に
深
刻
で
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必

至
で
あ
り
、
同
時
に
歯
科
技

工
取
引
の
減
少
は
歯
科
技
工

所
の
経
営
難
に
も
直
結
す
る
。

本
会
は
、
地
域
の
歯
科
医
療

提
供
体
制
お
よ
び
歯
科
医
療

機
関
の
存
続
を
守
る
た
め
６

月
16
日
付
で
安
倍
首
相
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
大
臣
と
鈴

木
道
知
事
に
対
し
、
積
極
的

な
緊
急
支
援
を
要
請
し
た
。

　
要
請
書
で
は
、①
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
の
影
響
が
収
束
す
る

ま
で
窓
口
負
担
を
免
除
②
低

所
得
者
及
び
収
入
減
少
世
帯

の
医
療
保
険
料
の
徴
収
猶
予

や
減
免
③
歯
科
医
療
機
関
へ

の
減
収
分
の
全
額
補
填
④
院

内
感
染
対
策
の
た
め
の
財
政

措
置
と
診
療
報
酬
上
の
評
価

⑤
歯
科
医
療

機
関
へ
の
マ

ス
ク
や
消
毒

液
な
ど
の
安

定
供
給
⑥
歯

科
医
療
機

関
・
技
工
所

へ
の
給
付
金

な
ど
の
緊
急

支
援
と
各
種

助
成
制
度
の

拡
充―

を
求

め
た
。

医
療
崩
壊
は
回
避
で
き
た
か

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
医
療
現
場
は
今

団体所得補償保険の取扱いを
8/1より始めます！

　2020年6月、北海道保険医会の指定代理店（三井住
友海上火災保険取扱い代理店）として、保険医会が100％出
資の子会社を設立しました。保険医会と連携し、会員が
更に安心して診療を行えるようサポートしていきます。
団体所得補償保険以外にも、会員向け事業を行ってい
く予定です。どうぞご期待ください。

主な目次　

解
説
「
新
技
術
が
保
険
導

入
さ
れ
る
ま
で
」

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

●
支
部
だ
よ
り

読
後
感

時
論「
最
優
先
は
国
民
の
命

と
健
康
」

●
…
面
２

●
…
面
３

●

●
…
面
４
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内閣総理大臣       安倍 晋三 様 
財  務大臣       麻生 太郎 様 
厚生労働大臣       加藤 勝信 様 
経済産業大臣       梶山 弘志 様 
内閣府特命担当大臣 西村 康稔 様 

 

新型コロナ感染拡大のもと、地域歯科医療を守るための緊急対応を求めます 

  
（一社）北海道保険医会 

   会   長 加藤 康夫 
   歯科部部長 三浦  豊 

 
 

 貴職におかれましては、新型コロナウイルス感染拡大に関し、国民の生命と暮ら

しを守るため、日夜、国政の重責を果たされていることに心より敬意を表します。 

本会は、北海道内の医師と歯科医師約 3,300（歯科医師約 1,400）名の保険医の団

体です。歯科保険診療の充実と歯科保健の向上のため、日頃より様々な活動に取り

組んでおります。 
 さて、この度の新型コロナウイルス感染拡大の影響で、収入が大幅に減少したた

めに必要な医療の受診が困難となった患者が多数存在します。また、高齢者は感染

予防のために口腔ケアは大変重要な対応策となります。今後の第２波３波に備え、

一定収束に向かいつつある今こそ費用の心配なく必要な歯科治療と口腔ケアが受け

られる医療環境づくりが求められます。 
新型コロナ感染拡大の状況下においても、歯科医療機関は、消毒用アルコールや

マスク等の絶対的不足の中、患者さんと医療従事者を感染拡大から守ることに細心

の注意を払い診療を続けております。 
ところが、先の緊急事態宣言下での外出自粛や休業要請等による患者さんの受診

手控え等の影響で、４月以降、歯科医療機関においては医科と同様に大幅な減収と

なっています。このまま推移すると６月以降の医院経営に深刻かつ重大な影響を及

ぼすことは必至です。加えて歯科医療機関の経営難は同時に歯科技工取引の減少を

意味し歯科技工所の経営難にも直結します。 
このような危機的状況を放置すれば、公的保険を担い歯科医療を支える歯科医療

機関および歯科技工所が地域から消失していくことに繋がりかねません。 
患者さんが必要な歯科医療を受診することが出来るために、また、歯科医療機関

や歯科技工所が経営破綻を招かないように、政府の積極的な支援対策が必要です。

直ちに下記事項の実現が図られるよう強く要望致します。 
  

首相、道知事に歯科医療機関への
緊急支援を要請

合同会社 保険医サポート北海道
代表社員　加藤　康夫

はじめまして！合同会社 
保険医サポート北海道 です。



北 海 道 保 険 医 新 聞 第931号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2020年（令和2年）7月5日 （2）

新
技
術
が
保
険
導
入
さ
れ
る
ま
で

　　
図2 令和２年度改定の評価内訳

　
図3 保険適用希望書をもとにした保険適用（厚労省資料より）

図1 新技術が保険導入されるまで（厚労省資料を新聞用に改編）

最
優
先
は

　
　
　
国
民
の
命
と
健
康

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
国
内
に
拡
大
、蔓

延
し
て
か
ら
半
年
ほ
ど
経

つ
。こ
の
間
に
北
海
道
で
は

第
１
波
、第
２
波
に
襲
わ

れ
、全
都
道
府
県
に
緊
急
事

態
宣
言
も
出
さ
れ
た
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、今
年
４
月
の
国
内

倒
産
件
数
は
、法
的
整
理
の

も
の
だ
け
で
７
５
８
件
に

達
し
、２
０
１
３
年
以
来
の

１
万
件
を
超
え
る
と
予
想

さ
れ
る
。さ
ら
に
任
意
整
理

に
当
た
る
廃
業
を
選
択
す

る
ケ
ー
ス
は
、２
万
５
０
０

０
件
以
上
の
公
算
が
あ
る
。

　
総
務
省
か
ら
５
月
末
に

発
表
さ
れ
た
４
月
の
労
働

力
調
査
で
は
、
非
正
規
雇

医
療
の
根
幹
を
揺
る
が
し

か
ね
な
い
国
民
の
集
団
心

理
」
そ
れ
ら
に
対
し
、
一

般
医
療
機
関
の
地
域
医
療

継
続
へ
の
支
援
策
な
ど
が

予
算
措
置
さ
れ
た
が
、
全

く
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

　
今
、
政
府
の
喫
緊
の
課

題
は
何
か
。
最
優
先
は
国

民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ

と
で
あ
り
、
結
果
と
し
て

倒
産
が
回
避
さ
れ
、
雇
用

を
確
保
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
す
な
わ
ち
、
政
府

の
施
策
が
未
来
に
向
け
て

負
の
遺
産
と
な
る
の
か
、

新
し
い
生
活
様
式
の
下
、

飛
び
立
て
る
か
は
、
健
全

な
医
療
が
継
続
で
き
る
か

否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。 

用
者
数
が
前
年
同
月
比
97

万
人
減
と
正
社
員
以
外
の

影
響
が
大
き
い
。ま
た
厚
労

省
に
よ
る
と
、５
月
末
時
点

の
解
雇
や
雇
い
止
め
は
約

１
万
６
０
０
０
人
で
、４
分

の
３
強
が
５
月
以
降
と
増

加
ペ
ー
ス
が
速
ま
っ
て
お

り
、雇
用
情
勢
が
一
気
に
悪

化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
自
殺
者
数
は
、
経
済
危

機
が
長
期
化
す
れ
ば
、
増

加
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ

と
も
言
わ
れ
る
。

　
国
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策

や
第
１
次
、第
２
次
補
正
予

算
は
、事
業
規
模
約
２
３
３

兆
円
に
対
し
、国
の
直
接
的

な
財
政
支
出
、い
わ
ゆ
る「
真

水
」は
61
兆
円
強
に
止
ま
っ

て
い
る
。国
の
本
気
度
が
問
わ

れ
る
と
と
も
に
、
複
数
業
態

を
ま
た
い
だ
産
業
再
編
、
転

換
ま
で
盛
り
込
ま
れ
、
産
業

の
「
新
陳
代
謝
」
の
た
め
に

廃
業
を
せ
ま
る
「
将
来
的
に

存
続
さ
せ
る
企
業
を
選
別
す

る
」意
図
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

特
定
勢
力
の
た
め
に
新
し
い

仕
組
み
を
作
ら
せ
る
、
シ
ョ

ッ
ク
ド
ク
ト
リ
ン
（
惨
事
便

乗
型
資
本
主
義
）
の
場
に
し

て
は
な
ら
な
い
。　

　
２
次
補
正
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
と
闘
う
医
療
機
関
・

医
療
従
事
者
へ
の
支
援
や

今
後
の
第
２
波
を
想
定
し
、

「
患
者
受
け
入
れ
の
た
め
の

空
床
の
確
保
」
さ
ら
に
「
コ

ロ
ナ
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
に
定
期
受

診
を
控
え
る
と
い
う
地
域

　

◆評価すべき医学的有用性が示されている
　顎関節授動術、「口蓋補綴、顎補綴装置」の製作時における
床裏層時における軟質材料の適用、厚生労働大臣が定める
疾患に起因した咬合以上に係る適応症の拡大、三叉神経
ニューロパチーの歯科特定疾患療養管理、顎関節人工関節
全置換術、上顎エナメル上皮腫術、下顎骨悪性腫瘍手術・切
断・オトガイ部を含む

◆提案の一部について評価すべき医学的な
　有用性が示されている
　上顎骨形成ならびに下顎骨形成術における超音波切削機
器加算、神経再生誘導術、感染根管処置の増点、歯冠修復物
または補綴物の除去、麻酔管理料(専従する歯科麻酔専門医
および麻酔の評価)、在宅歯科診療時の臼歯単独冠へのシリ
コーンゴム印象材による咬合印象法、接着ブリッジ装着料内
面処理加算、線鉤二腕鉤の鋳造レストの算定、失活前歯充填
の前処置としての築造

◆提案について妥当性が示されている
　口腔粘膜の蛍光観察検査・口腔粘膜疾患の電子的診療情
報評価料、超難度埋伏智歯抜歯(著しく困難なもの)、筋電計に
よる歯ぎしり検査

◆保険医療材料制度等に準じて、対応を行う
　前歯部ＣＡＤ／ＣＡＭ冠、チタンおよびチタン合金による大
臼歯歯冠修復物、象牙質レジンコーティング法、磁性アタッチメン
トを用いた義歯の支台装置

解　説
　

６
月
１
日
よ
り
、期
中
改
定
で
純
チ
タ
ン
お

よ
び
チ
タ
ン
合
金
に
よ
る
大
臼
歯
鋳
造
歯
冠

修
復
が
保
険
導
入
さ
れ
た
。新
技
術
が
保
険
導

入
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
新
技
術
が
保
険
導
入
さ
れ

る
ま
で
の
流
れ
は
、
３
つ
あ

る
。１
つ
目
は
、医
療
機
関（
主

に
大
学
病
院
等
）
か
ら
先
進

医
療
と
し
て
届
け
出
さ
れ
た

も
の
を
先
進
医
療
会
議
で
審

議
し
、
中
医
協
に
報
告
す
る

ル
ー
ト
で
あ
る　
　
　
。
定

期
的
な
実
績
報
告
が
行
わ
れ

た
後
、
先
進
医
療
会
議
で
保

険
導
入
に
つ
い
て
検
討
、
中

医
協
で
審
議
し
、
保
険
導
入

す
る
技
術
が
決
定
さ
れ
る
。

　
歯
科
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

の
審
議
を
見
て
み
る
と
、Ｘ
線

Ｃ
Ｔ
診
断
装
置
に
よ
っ
て
三

次
元
的
な
術
前
所
見
を
得
る

と
と
も
に
、
手
術
用
顕
微
鏡

を
用
い
た
低
侵
襲
の
歯
根
端

切
除
手
術
を
行
う
技
術
と
し

て
、「
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
画
像
診
断
に

基
づ
く
手
術
用
顕
微
鏡
を
用

い
た
歯
根
端
切
除
手
術
」（
平

成
19
年
度
〜
）
が
収
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
ク

ラ
ウ
ン
の
設
計
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
用

い
て
行
い
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

レ
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
機
械

に
よ
り
自
動
的
に
削
り
だ
さ

れ
た
ク
ラ
ウ
ン
を
使
用
し
た

補
綴
治
療
を
行
う
技
術
と
し

て
、「
歯
科
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン
に
よ
る
歯

冠
補
綴
」（
平
成
21
年
度
〜
）、

咬
合
状
態
と
咀
嚼
機
能
の
状

態
を
総
合
的
に
評
価
し
、
咬

合
の
不
正
や
咬
合
干
渉
の
有

無
を
定
量
的
に
把
握
し
た
上

で
、
的
確
な
有
床
義
歯
の
調

整
を
行
う
技
術
と
し
て
、「
有

床
義
歯
補
綴
治
療
に
お
け
る

総
合
的
咬
合
・
咀
嚼
機
能
検

査
」（
平
成
22
年
度
〜
）
や
、

「
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
補
強
高

強
度
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
」（
平
成
24
年
度
〜
）

が
あ
り
、
現
在
す
べ
て
保
険

適
用
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
つ
目
は
各
学
会
か
ら
医

療
技
術
評
価
提
案
が
な
さ
れ

る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
診
療
報

酬
改
定
時
に
医
療
技
術
評
価

分
科
会
で
保
険
適
用
等
の
検

討
を
行
い
、
中
医
協
で
検
討

結
果
の
報
告
を
受
け
て
保
険

導
入
す
る
技
術
を
決
定
す
る
。

令
和
２
年
１
月
９
日
開
催
の

医
療
技
術
評
価
分
科
会
で
は
、

学
会
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
９

４
２
件
の
提
案
書
の
う
ち
、

７
３
１
件
（
歯
科
75
件
）
を

評
価
。
診
療
報
酬
改
定
で
対

応
す
る
優
先
度
が
高
い
と
評

価
さ
れ
た
の
は
歯
科
で
23
件

だ
っ
た
。「
口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ

ー
に
よ
る
光
学
印
象
法
」
や

「
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
機
械

的
歯
面
清
掃
処
置
の
月
１
回

算
定
」「
遠
隔
画
像
診
断
管
理

加
算
」「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ

ン
レ
ー
修
復
」「
歯
科
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
」「
口
腔
機
能
包
括

検
査
」
な
ど
も
評
価
対
象
と

な
っ
て
い
た
が
、「
評
価
す
べ
き

医
学
的
有
用
性
が
十
分
に
示

さ
れ
て
い
な
い
」と
し
て
令
和

２
年
改
定
で
は
対
応
を
行
わ

な
い
技
術
と
な
っ
た　
　
　
。

　
３
つ
目
は
、
新
規
の
医
療

材
料
と
し
て
企
業
か
ら
「
保

険
適
用
希
望
書
」
が
提
出
さ

れ
る
ル
ー
ト
で
あ
る　
　
　
。

提
出
さ
れ
た
希
望
書
に
つ
い

て
、
保
険
医
療
材
料
等
専
門

組
織
で
検
討
を
行
い
、
中
医

協
は
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

保
険
適
用
に
つ
い
て
審
議
・

決
定
す
る
。
歯
科
の
新
規
の

材
料
は
Ｃ
２
区
分
に
分
類
さ

れ
て
い
る
が
、
保
険
適
用
は

年
４
回
で
、
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
と
な
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

冠
の
下
顎
第
一
大
臼
歯
適
用

が
平
成
29
年
12
月
１
日
か
ら
、

パ―

マ
ク
ラ
ウ
ン
が
平
成
30

年
12
月
１
日
、
象
牙
質
レ
ジ

ン
コ―

テ
ィ
ン
グ
が
令
和
元

年
12
月
１
日
、
今
回
の
チ
タ

ン
に
よ
る
大
臼
歯
鋳
造
歯
冠

修
復
は
令
和
２
年
６
月
１
日

か
ら
保
険
適
用
と
な
っ
た
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
医
療
技
術
評
価
分
科
会
で
、

「
保
険
医
療
材
料
制
度
等
に
準

じ
て
、
対
応
を
行
う
」
と
さ

れ
た
４
つ
の
う
ち
、
１
つ
は

４
月
改
定
に
て
導
入
、
１
つ

は
Ｃ
２
区
分
で
期
中
導
入
さ

れ
た
。
残
り
の
、
前
歯
部
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
、
磁
性
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
用
い
た
義

歯
の
支
台
装
置
が
Ｃ
２
区
分

で
期
中
導
入
さ
れ
る
か
、
注

目
さ
れ
る
。

図
1

図
２図

３

学
会
の

　

  

医
療
技
術
提
案

企
業
か
ら
の

　
　

  

新
材
料
提
案

【保険適用時期】

○ Ａ１ (包括) ：希望書提出後２０日を経過した日（包括別定は、認証又は承認を得た日）

○ Ａ２(特定包括)・Ｂ１(既存機能区分) ：各月１０日までに提出されたものは翌月１日

○ Ａ３（既存技術・変更あり）・Ｂ２（既存機能区分・変更あり） ：各月１０日までに区分が決定されたものは翌月１日

○ Ｃ１（新機能）・Ｃ２(新機能・新技術)※・Ｂ３（期限付改良加算）・Ｒ（再製造）：１年に４回（３月、６月、９月、１２月）

※ 医薬品の適応判定の補助を目的として使用される医療機器については、当該医薬品の保険適用状況を踏まえ、特例として、当該医療機器の保険適用を決定した
月の翌月1日から保険適用を認めることがある。

適用開始月の１月前の末
日までに決定されたもの
に限る。

中医協の了承

希望区分について
非該当又はＦ

第１回保険医療材料等専門組織

B3（期限付改良加算）
C1（新機能）
C2（新機能・新技術）
R（再製造）

決定案の通知

薬事承認

保険適用

B3,C1,R；提出月の翌月
１日から４ヶ月以内

C2；提出月の翌月１日
から５ヶ月以内

に区分決定

B3・C1・C2・R申請手続き
のスケジュール

「保険適用希望書」の提出

A1（包括）
A2（特定包括）
B1（既存機能区分）

A3（既存技術・変更あり）
B2（既存機能区分・変更あり）

不服がない場合 不服がある場合

決定案の通知

第２回保険医療材料等専門組織

製造販売業者は
意見を述べること

ができる

医療機関からの新規先進医療の届出

先進医療会議で審議

先進医療会議で審議
保険導入等の検討（診療報酬改定時）

先進医療会議の報告内容を審議し、
保険導入する技術を決定

中医協へ報告

中医協

定期的な実績報告

保険収載

各学会からの医療技術評価提案

医療技術評価分科会
保険適用の検討（診療報酬改定時）

医療技術評価分科会の
報告内容を審議し、

保険導入する技術を決定

中医協

保険収載引き続き、
先進医療として評価

廃止



こ
と
数
週
間
。
イ
ギ
リ
ス
か

ら
お
取
り
寄
せ
し
た
Ｃ
６
で

す
。
ハ
イ
ド
ロ
ニ
ュ
ー
マ
チ

ッ
ク
は
３
プ
ラ
ス
に
進
化
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
の

５
年
間
は
夢
の
よ
う
な
時
間

で
し
た
。
札
幌
な
ど
へ
の
出

張
は
す
べ
て
車
で
の
往
復
に

変
わ
り
ま
し
た
。
静
か
で
数

百
キ
ロ
走
っ
て
も
疲
れ
な
い

乗
り
心
地
。
所
有
す
る
喜
び

を
こ
ん
な
に
感
じ
た
車
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
壊
れ

や
す
い
繊
細
な
と
こ
ろ
は
、

避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
５
年
で
10
万
キ
ロ
以
上

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

グ
。
自
分
の
想
像
よ
り
は
る

か
に
素
晴
ら
し
く
、
手
に
入

れ
た
い
と
い
う
願
望
は
さ
ら

に
強
ま
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
に
帰
っ
て
き
て
、

シ
ト
ロ
エ
ン
が
欲
し
い
と
い

う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
ば

か
に
さ
れ
ま
し
た
。
な
ん
で

そ
ん
な
に
壊
れ
る
車
に
乗
る

ん
だ
と
。
欲
し
い
と
思
っ
て

も
、
修
理
や
修
理
代
を
考
え

る
と
や
は
り
躊
躇
す
る
自
分

が
い
ま
し
た
。

　
買
わ
ず
に
終
わ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
た

あ
る
日
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
Ｏ
Ｋ
が
出
ま
し
た
。
待
つ

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
車

が
好
き
だ
っ
た
私
が
車
雑
誌

を
見
る
た
び
に
グ
ッ
と
刺
さ

る
車
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

メ
ー
カ
ー
は
シ
ト
ロ
エ
ン
。

Ｄ
Ｓ
、Ｓ
Ｍ
、Ｃ
Ｘ
の
写
真
と

記
事
に
触
れ
る
た
び
、
い
つ

か
は
ハ
イ
ド
ロ
ニ
ュ
ー
マ

チ
ッ
ク
が
つ
い
た
車
を
手
に

入
れ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　
大
学
生
の
時
、
先
輩
が
Ｇ

Ｓ
Ａ
に
乗
っ
て
い
て
、
初
め

て
同
乗
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
訪

れ
ま
し
た
。
ふ
わ
っ
と
し
た

乗
り
心
地
、
細
い
タ
イ
ヤ
な

の
に
安
定
し
た
コ
ー
ナ
リ
ン

購
入
価
格
に
迫
る
勢
い
で
修

理
費
は
か
か
り
ま
し
た
。
保

険
医
会
で
の
会
議
は
、
車
の

修
理
の
た
め
に
あ
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
。

　
出
会
い
が
急
で
し
た
が
、

別
れ
も
急
で
し
た
。
オ
ル
タ

ネ
ー
タ
ー
の
固
着
で
す
。
治

せ
る
故
障
で
し
た
が
、
諦
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
数
週
間

後
静
岡
で
生
き
延
び
た
姿
を

見
て
涙
が
出
ま
し
た
。

（3）第931号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2020年（令和2年）7月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

『
論
語
』が
わ
か
れ
ば

　
　
日
本
が
わ
か
る

分
制
度
は
無
く
な
っ
て
い
る

が
、
儒
教
的
な
教
育
方
法
は

現
代
に
受
け
継
が
れ
て
今
の

日
本
を
形
作
っ
て
い
る
と
本

書
で
は
述
べ
て
い
る
。
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
お
け

る
政
府
の
対
応
や
マ
ス
コ
ミ

も「
結
果
」
よ
り「
過
程
」
を

重
視
し
、
自
粛
を
す
る
日
本

人
を
目
の
当
た
り
に
し
て
な

る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
こ
れ
か

ら
先
、Ｉ
Ｔ
が
全
盛
と
な
る
が

「
論
語
」
の
立
場
は
変
わ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
「
論
語
」
を
読
ん
だ
事
も
な

い
自
分
が
こ
の
本
を
手
に

取
っ
た
の
は
渋
沢
栄
一
の「
論

語
と
算
盤
」が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

徳
川
幕
府
は
「
儒
教
」
の
考

え
方
を
社
会
構
造
の
基
礎
と

し
て
利
用
し
、
更
に
明
治
以

降
は
子
供
の
躾
や
教
育
の
手

法
と
し
て
い
る
。
戦
後
、
身

（
Ｓ
Ｍ
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
０
年
度
歯
科
部
関
連
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て

　
・  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

　
　
予
定
行
事
は
８
月
末
ま
で
中
止
と
し
、
そ
れ
以

　

  

降
は
状
況
を
み
て
対
応
を
検
討
す
る
。

②
そ
の
他

　

 

・「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
も
と
、
地
域
歯
科

　

  

医
療
を
守
る
た
め
、
国
・
都
道
府
県
へ
の
要
請

　

  

書
発
出
の
お
願
い
」
に
つ
い
て

　

 

・「
診
療
報
酬
算
定
方
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
実

　

  

施
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
」
等
の
一
部
改
正
に

　

  

つ
い
て

　

 

・「
特
定
保
険
医
療
材
料
お
よ
び
そ
の
材
料
価
格

　

  

の
一
部
改
正
に
伴
う
特
定
保
険
医
療
材
料
の
算

　

  

定
に
つ
い
て
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

 

・
疑
義
解
釈
（
そ
の　

）

　

 

・（
７
／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の
確
認

第
3
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
6
月
10
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
０
年
度
第
４
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

７
月
８
日（
水
）午
後
７
時

119
ハ
イ
ド
ロ
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
と
の

　
　
　
　
　
出
会
い
と
別
れ

函
館
地
区
支
部　

支
部
長　

渋
谷　

好
孝

　
守 

屋 

淳 

著

ち 

く 

ま 

新 

書

格
安
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
Ｓ
Ｉ

Ｍ
カ
ー
ド
を
２
枚
入
れ
て
い

ま
す
。
子
供
の
頃
か
ら
ラ
ジ

オ
が
好
き
で
し
た
。
高
校
入

学
の
お
祝
い
に
ソ
ニ
ー
の
ス

カ
イ
セ
ン
サ
ー
を
買
っ
て
も

ら
い
東
京
の
深
夜
放
送
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
車
は
ト
ヨ
タ
で
す
。
医
者

に
な
っ
て
す
ぐ
の
こ
ろ
は
86

の
レ
ビ
ン
に
乗
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
「
ハ
リ
ア
ー
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
」
に
乗
っ
て
い

ま
す
。
死
ぬ
ま
で
に
「
い
つ

か
は
ク
ラ
ウ
ン
」
が
目
標
で

す
。
山
村
聰
の
Ｃ
Ｍ
が
印
象

的
で
す
。
日
本
の
道
路
事
情

に
は
本
来
な
ら
５
ナ
ン
バ
ー

枠
で
十
分
な
の
で
す
が
、
ク

ラ
ウ
ン
は
大
き
く
な
ら
な
い

自分の子のように

宇加江　進 先生
元町こどもクリニック　札幌市・東区117117

略歴
　岩見沢市に生まれ、旭川市、千歳市などで育
つ。札幌医科大学卒業後、同大学の小児科医局
に入局。滝川市立病院、市立函館病院などの道
内病院で勤務後、元町こどもクリニックを継承。

　

50
歳
目
前
で
し
た
が
、
夜

間
の
呼
び
出
し
に
肉
体
的
限

界
を
感
じ
て
勤
務
医
を
や
め

ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
前

理
事
長
か
ら
継
承
し
な
い
か

と
声
が
か
か
り
、
決
断
し
ま

し
た
。

―

継
承
後
苦
労
し
た
こ
と
は

　
２
０
０
９
年
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
は
季
節

―

入
会
し
た
き
っ
か
け
は

　
知
り
合
い
の
先
生
か
ら
す

す
め
ら
れ
て
、
入
会
し
ま
し

た
。

―

ご
専
門
は

　
小
児
科
一
般
、
感
染
症
、

ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
。
学
位
は

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

関
連
で
取
り
ま
し
た
。

―

開
業
し
た
動
機
な
ど

性
の
ワ
ク
チ
ン
と
新
型
の
ワ

ク
チ
ン
と
罹
患
者
の
治
療
が

重
な
り
大
変
忙
し
か
っ
た
で

す
。
今
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
流
行
し
て
か
ら
は

患
者
数
が
３
分
の
１
か
ら
４

分
の
１
と
な
り
別
の
意
味
で

苦
労
し
て
い
ま
す
。

―

診
療
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
自
分
の
子
だ
っ
た
ら
ど
う

す
る
か
を
常
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
開
業
後
13
年

間
、
親
し
み
や
す
い
、
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
て
も
怖
が

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

思
って
頑
張
って
き
ま
し
た
。

―

ご
趣
味
は

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
ポ
ッ
ド

キ
ャ
ス
ト
、
ラ
ジ
コ
な
ど
を

ス
マ
ホ
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

の
が
い
い
で
す
。

―

保
険
医
会
へ
の
要
望
な
ど

　
な
る
べ
く
紙
媒
体
を
減
ら

し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。
整
理
整
頓
が
苦
手
で

す
ぐ
に
ゴ
ミ
屋
敷
に
な
り
ま

す
。　
　

 

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

●
お
申
し
込
み
は
本
会
事
務
局
ま
で

新
点
数
関
連
出
版
物
の
ご
案
内

☎
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
１

歯科疾患管理計画書の
記載要領について

　
今
次
診
療
報
酬
改
定
を
う

け
、
保
団
連
は
新
た
な
「
歯

科
疾
患
管
理
計
画
書
」（
初
回

用
・
継
続
用
）
を
発
行
し
、

口
腔
機
能
管
理
と
小
児
口
腔

機
能
管
理
に
係
る
記
載
欄
を

追
加
し
ま
し
た
。
改
定
で
新

設
さ
れ
た
歯
周
病
重
症
化
予

防
治
療
へ
の
対
応
と
し
て「
歯

や
歯
肉
な
ど
の
状
態
」
欄
が

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
旧
様
式
で
あ
っ
て

も
本
会
か
ら
購
入
し
た
歯
科

疾
患
管
理
計
画
書
（
初
回
・

継
続
）
は
改
定
後
も
引
き
続

き
活
用
可
能
で
す
。
詳
細
や

ご
注
文
は
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０

１
１―

２
３
１―

６
２
８

１
）。

初回用、継続用どちらもＢ5版50枚つづりで
会員価格300円（税込・送料別）

15

医科
保険診療便覧

会員価格 3,500円

医科
保険診療の手引

会員価格 4,000円

『
論
語
』が
わ
か
れ
ば

記載要領について記載要領について

初回用、継続用どちらもＢ5版50枚つづりで初回用、継続用どちらもＢ5版50枚つづりで



歯周病検査

歯周病検査

治癒

P重防

北 海 道 保 険 医 新 聞 第931号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2020年（令和2年）7月5日 （4）

歯周病重症化予防治療
（P重防）について

　「重症化予防の取組の推進」として歯周病安定期治療
（SPT）の対象外の歯肉に限局する炎症症状を認める歯周
病患者に対するスケーリング、機械的歯面清掃処置等の継
続的な治療として歯周病重症化予防治療（P重防）が新設さ
れた。

（Gの場合）　２回目の歯周病検査の結果、歯周ポケットが４㎜未満で、部分
的な歯肉の炎症またはBOPを認めた場合、P重防を開始できる。

（Pの場合）　２回目の歯周病検査の結果、P重防を開始した後、再評価のた
めの歯周病検査により４㎜以上の歯周ポケットを認めた場合、必
要に応じ歯周基本治療を行う。この場合、P重防開始以降に算定
できなかった、歯周基本治療以外の項目も算定できる。

【歯周病重症化予防治療】
1～9歯　　　　150点
10～19歯　　　200点
20歯以上　　　300点

【算定の原則】
①2回目以降の歯周病検査終了後、一時的に症状が改善傾向にある患者に、
　重症化予防を目的として、SC、歯清などの継続的な治療を開始した場合、
　1口腔につき月1回算定する。
②P重防の2回目以降の算定期間は3月に1回

【P重防とSPT（Ⅰ）、SPT（Ⅱ）の移行関係】
①SPT開始後、歯周ポケットが4㎜未満に改善したが歯肉の部分的出血また
　はBOPがみられた場合はP重防に移行する。その後、再評価のための歯周
　病検査により4㎜以上の歯周ポケットを認め、歯肉の炎症、BOPが認めら
　れない場合はSPTに移行する。
②SPTとP重防は3月に1回移行できる。
③SPTを算定した月は、P重防は算定できない。

【算定の要件】
①P重防の開始にあたっては、歯周病検査結果の要点や治療方針等につい
　て管理計画書を作成する。
②文書で患者または家族等に提供し、その文書の写しをカルテに添付する。
③その他療養上必要な管理項目があれば患者に説明し、その要点をカルテ
　に記載する。
④2回目以降のP重防では、症状安定の確認のため必要に応じて歯周病検
　査を行う。また必要に応じて患者または家族に文書を提供する。

【他の歯周治療との関係】
①SC後にP重防を開始した後、再評価のための歯周病検査により4㎜以上の
　ポケットを認めた場合、必要に応じ歯周基本治療を行う。歯周基本治療を
　行っている間は、P重防開始後算定できなかった項目も算定できる。
②SRPまたはPCur後にP重防を開始した場合、再評価のための歯周病検査
　により４㎜以上の歯周ポケットを認めた場合、歯周病安定期治療（SPT）を
　開始する。

【P重防開始日以降に算定できない項目】

【判定基準】
歯周ポケット

歯周病検査

歯周基本治療
（Pで悪化の場合のみ）

P⇒SRP、PCur
G⇒再SC

歯周病検査

SC

部分的に安定した
4㎜以上

歯肉の炎症 BOP

【GまたはPでSC後にP重防を開始した場合】

　咬調（P咬調に限る）、P処、SC、SRP、PCur、P基処、在口衛、歯清、非経口
処、訪問口腔リハ、小訪問口腔リハ

【対象患者】
　歯管、歯在管、または特疾管（歯周病に関する管理計画を含む）を算定し
ており、2回目以降の歯周病検査の結果

　SRPまたはPCur終了後に、P重防を開始した後、再評価のための歯周病検
査で４㎜以上の歯周ポケットを認めた場合、歯周病安定期治療（SPT）を開始
する。

・歯周ポケットが4㎜未満
・部分的な歯肉の炎症またはBOPが認められる患者（病名はPまたはG）

　区分番号「I011-2-3」に掲げる歯周病重症化予防治療の留意事項通
知（6）について、「2回目の歯周病検査の結果、」とあるが、2回目の歯周
病検査終了後再スケーリングを行っていた場合であって、3回目以降の
再評価のための歯周病検査を行い、歯周病重症化予防治療を開始し
た場合は同様の扱いになるか。

【疑義解釈】
Q1

　そのとおり。（R2.3.31）A1

　区分番号「I011-2-3」に掲げる歯周病重症化予防治療の留意事項
通知（1）について、「歯周病検査の結果、歯周ポケットが4ミリメート
ル未満の患者」とあるが、区分番号「D002」に掲げる歯周病検査の「1
歯周基本検査」又は「2歯周精密検査」を行った患者が対象と考えて
よいか。

Q2

　そのとおり。（R2.3.31）A2

P重防

SPT

治癒（※） 4㎜未満 なし なし

症状安定 症状安定

4㎜未満 いずれかあり

※歯の動揺度は生理的範囲内

P重防

歯周病検査 P重防

歯周病検査

歯周病検査

SC

【SRPまたはPCur後にP重防を開始した場合】

SRP、PCur

歯周病検査

歯周病検査

治癒

P重防

SPT

歯周病検査 P重防

歯周病検査

歯周病検査

改善

悪化

改善

SPT

P重防

治癒

歯周病検査

SPT

歯周病検査

P重防


